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小児ア トピ ー 性皮膚炎患者の 食物ア レ ル ギー 診断 に お け る

LUMIWARD イ ム ノ ア ッ セ イ シ ス テ ム と CAP 　RAST シ ス テ ム

の 臨床的有用性 の 検討

　　　　　 姫 路赤 十字病院小 児科

三 好麻里　　櫻井 　隆　　児玉 荘
一

　乳幼児 ア トピー 性皮膚炎患者 の 食物ア レ ル ギーの 診断 の た め ， 45名に つ い て 可能な限 り 3 カ月毎 に複

数回検討 し計114回 の 除去負荷 テ ス トを施行 して ，そ の 結果 を LUMIWARD イム ノ ア ッ セ イ シ ス テ ム と

CAP 　RAST シ ス テ ム に よ っ て 同時 に 測定 した抗原特異 IgE 抗体値 と比較検討 した．　 LUMIWARD で

は 陰 性 一致 率 が 高 く CAP 　 RAST で は陽 性
一

致率 が 高 く，不 必 要 な 制 限 を避 け る た め に は

LUMIWARD が，食物抗原 の 早期発見 の ため に は CAP 　RAST が有用 で はな い か と考え られた，牛乳・

小麦粉で の 1．UMIWARD の陽性一致率が低 くア レ ル ゲ ン 見逃 しの 危険性があ る と思わ れ た．経時的な

検討で は CAP 　RAST で月齢が加わ る ほ ど陰性一致率が低下 し不要な制限が長期に及ぶ危険性が考え ら

れた，また LUMIWARD に よ る低濃度測定は今回の 結果で は臨床的に有用ではない と考えられた，
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は じめ に

　 ア トピー
性皮膚炎 の 病因解明 は未だ完全 とは い い が

た い が 免疫応答 の 関与で あ る こ と に は 多 くの 意見 が
一

致 し て い る
1）．本症 をア レ ル ギ

ー
性疾 患 と考 えた場合

そ の 原因抗原 が 問題 とな る．小児 の ア ト ピー性皮膚炎

に 関 して は食物抗原 の 関与が 大 き い こ とが 指摘 さ れ て

お 1）　
L）−4），適切な制 限食療法 の 有効性 に つ い て の 報告

も多 く さ れ て い る 5｝
−S）．一方，極端 な食事制限 に よ る 栄

養障害 ， 成長障害 の 報告もあ り
9〕
−11〕

， ア トピー性皮膚

炎 ， 特 に 食物ア レ ル ギー
に 関 して は 原因抗原 の 的確 な

診断 が 必 要 とな る．食物 ア レ ル ギーの 原因抗原 の 診断

法 と して信頼性が高 い の は in　vivc テ ス トで あ る除去

負荷テ ス トで あるが ，安全性 ・簡便性 の 面 か ら in　 vitro

テ ス トも繁用 され て い る．今 回私達 は 小児 ア ト ピー性

皮膚炎患者を 対象 に 口∫能な 限 り 3 ヵ 月毎 に 複数回，i12

vitro テ ス トの 代表 ともい える CAP 　 RAST シ ス テム

と近 年開発 さ れ た LUMIWARD イ ム ノ ア ッ セ イ シ ス
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Abbreviations ：　lgE 　imlnunoglobulin　E；　1．UM ．

IWARD 　 LUMIWARD 　 imlnunoassay 　 systcm ；

RAST 　 radi 〔，a ［lergesorbent　 test；　 RIA 　 radioirn −

munoassay ；　 SD 　 standard 　deviatiorl

テ ム とを 用 い て 特異 IgE 抗体 を検 出 し，同時 に 除去負

荷 テ ス トを行 っ て そ の 臨床 的有用性 を検討し た の で 報

告す る．ま た，LUMIWARD イム ノア ッ セ イ シ ス テ ム

で は CAP 　RAST シ ス テ ム で 測定感度以下で ある （1．35

1U／m1 未満を測定で き る の が特徴で あ り ， そ の 測定結

果の 臨床的有用性 に つ い て も検討 し た ．

対 象 と 方法

1）対象

　1995年12月か ら1996年 12月ま で に姫路赤十字病院小

児科を受診 し ， Hanifinと Raゴka の 診断基準
12 ｝を用 い

て 診断 した生後 18 ヵ 月以下 の ア ト ピ ー性皮膚炎患者 45

名を対象 に し， 可能な限 り 3 ヵ月毎 に 複数回検討 した ．

2 回検討 し た 患者 が 26名， 3 回検討 した 患者 が 14名，

4 回検討 した患者が 5 名で合計 ll4回 の検討 と な っ た．

男児 27名 ， 女 児 18名 で 初診時 の 平均 月齢 は7．8± 5．0カ

月 で あ っ た．厚生省研究班
L3）

の 重症度分類 を用 い て 判

定した ア トピー性皮膚炎重症度は軽症 16名， 中等症 21

名，重症 8 名 で あ っ た．小倉 ら ln）
の 方法 に 準 じ て ア ト

ピー
性皮膚炎重症 の 患者 に は除去 テ ス ト・軽症 ・中等

症 の 患者 に は 除去負荷 テ ス トを行 っ て 原因食物 ア レ ル

ギ ー診断 し ， 制限食療法 を指導 した．た だ し ， 軽症例
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Table　 l　 Charactcris妥ics   f　patients 　examined 　in

　　　　　　　　　 the　studyr

“一
B ，f， ， e τ After

Age （mOllths ｝ 7．8⊥5．013 ．7⊥5，4
Severity 8！21／16 017／38
（severe ／m （」delate！rllild ）

P 〔〕sitive 「ood 　 remova ［

and ／or　cha ！1enge　test

Eg9 23 27

Milk 2 1

Egg 　and 　mnk 13 B

Egg　al／d　nOur ］ 3

Egg　 alld 　 milk 　 alld 　Hour 2 0

N 〔｝ne 4 6
一一

の うち RAST 　scorc 　class 　2以 ドで食物摂取 に よ る皮

疹 の増悪 の 既往 の な か っ た 患者 に つ い て は 負荷 テ ス ト

陰性 と判断し ， 大豆 ， 小麦粉 ， 米に つ い て は除去 を行

わず に 軽快 した 場合 に も陰性 と判断 し た．初診時の 除

去負荷テ ス トの結果は卵自陽性23名 ， 牛乳陽性 2 名 ，

卵 白 と牛乳陽性 13名，卵白と小麦粉陽l！ユ名， 卵白と

牛乳 と小麦粉陽性 2 名 ， 陽性食物 な し 4 名で あ っ た ．

follow　up 後 で は平均月齢が 13．7士 5．4カ 月 と な り ， ア

トピ
ー

性皮膚炎重症度 は軽症 38名，中等症 7 名，重症

患者は い な くな っ て い た ．45名中 ，
follow　up 後 に ア ト

ピー性皮膚炎 が改善した 患者が 43名で 2名に 不変 もし

くは 悪化を認 め た ．また ，
follow　up 後 の 除去負荷 テ ス

トの 結果 で は卵白陽性27名， 牛乳陽性 1名 ， 卵白 と牛

乳 陽性 8 名，卵白と小麦粉陽性 3 名，陽性食物な し 6

名で あ っ た．い ずれ も大豆 ， 米 に 陽1生を示 した患者 は

なか っ た （Table　 l）．

（2）方法

　患者よ り採血 し特異 lgE抗体を Pharmacia　CAP ／

FEIA キ ッ ト （以
’
ドCAP 　 RAST ） と，　 LUMIWARD

イ ム ノ ア ッ セ イ シ ス テ ム （以下 LUMIWARD ）に よ っ

て 既報
15 ）16 ）の ご と く測定し ， score 　2以 上 を陽性 と し

て除去負荷テ ス トの 結果 と比較検討 し た．

　結果は mean ± SD で 表 し， 有意差 の 検 討 は Mann −

Whitney　U 検定，　xz検定 を用 い p く e．OSを有意差 あ り

と し た．判定
一

致率， 陽性
一

致率，陰性
一

致率は除去

負荷 テ ス トに 対 す る首分率で 表 し た．LUMIWARD と

CAP 　RAST との 相関係数 は Speaman 順位相関係 数

よ D 求 め た．

結　果

1）LUMIWARD と CAP 　RAST の 相関

　 LUMIWARD と CAP 　 RAST の 相 関 は卵 白 で r＝

O．952，牛乳 で r ；O．853と良好な相関を認 め た が ， 小麦

粉 で r ＝ 0．796， 米 で r ＝ O．776と相関関係 が や や 弱 く，

大 豆 で は r＝0．660と さ らに 弱 い 相 関 で あ っ た （Fig．

1）．全体 で は r＝0．764で 一
致率は86．1％ で あ っ た．

2）除去 負荷 テ ス ト の 結 果 と LUMIWARD ，　 CAP

RAST の 判定結果 の 比較

　45症例， 1141・ 1に つ い て そ れ ぞ れ ア レ ル ゲ ン 5 種で

570検 査 し 除 去負荷 テ ス トの 結果 と LUMIWARI ），

CAP 　RAST の 判定結果 を 比較 した （Fig．2）．

　全体で の除去 負荷テ ス ト との判定
一
致 率， 陽性

一
致

率，陰性
一

致率 は LUMIWARD で そ れ ぞ れ 88．4％，

81 ．4％ ， 90．8％ で あ り， CAP 　RAST で そ れ ぞ れ

77．5％，85．8％，74．5％で あ っ た．陽性一致率は CAP

RAST の 方 が 高 い 傾 向 が あ り陰性
一

致率 は LUM −

IWARD の方が有意に高か っ た．各ア レ ル ゲ ン 別に 見

る と，卵白で は LUMIWARD ，　 CAP 　RAST と も陰性
一

致率が 30％代 と極 め て 低 か っ た．ま た ， 牛乳 で は

LUMIWARD の 陽性
一

致率が 60．5％と低 か っ た ．ま

た
， 小麦粉 で 陽性

一
致率が CAP 　RAST で 93．8％ で あ

る の に 対 し て LUMIWARD で は75％ と低 率 で あ っ

た．大 豆 で は CAP 　RAST で 陰［生
一

致率が 68，4％ と低

率 で あ っ た．また ，牛乳，小麦粉，米，大豆 に お け る

LUMIWARD と CAP 　 RAST の 陰性
・・

致率 に 有意差

を認 め た ．

　 さ らに ，月齢12カ 月末満 と／2カ 月以上 の 2群 に 分 け

て class 　2以 上 と判定 し た 場合 と，class 　1以上 を 陽性 と

判定 した 場合 に 分 けて 判定結果 を比較 し た （Fig．3）．

LUMIWARD
，
　CAP 　RAST と も class ！以上 を陽性 と

判定 し た方が 陽性
一

致率が 上 が り陰性
一
致 率が

一
ドが る

傾 向を示 した が有意差は な く全体の判定
．
致 率に も有

意差を認 め なか っ た ．た だ し，どち らの 群 で も LUM −

IWARD の方が CAP 　RAST より有意 に 陰性
一

致率 が

高か っ た．ま た，CAP 　RAST に お い て 月齢 12カ 月以上

の群で 月齢 12カ 月未満 の 群 より有意 に 陰性
一

致率が低

くか っ た．

3）卵白 ・牛乳 ・小麦粉 ・米 ・
大 豆 特異 IgE 抗体値測定

値の 個別変動

　卵 白 ・牛 乳 ・小麦粉 ・米 ・大豆特異 IgE抗体値 の 個

別変動 を LUMIWARD ，
　CAP 　RAST そ れぞれ に つ い

て 示 した （Fig．4）．卵自，牛乳に お い て は両者相似的
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1038 食物 ア レ ル ギー診 断に お ける LUMIWARD と CAP 　RAST の 検 討
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マ
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）

Q
％

0
（

80OO6420o

CR 　 　 　 　 　 PCR 　 NCR 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口 12M ＞ （n；75）
　　 （A ）POSitive 　as 　ClaSS ≧ 2
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊ 　　　　　　　　　　　　　　鬪 12M ≦ （n ； 39 ）

LUM 【WARDLUMIWARD 　LUMIWARD 　　　　　　　 CAP 　CR 　　CAP 　PCR 　 CAP 　NCR
　 　 CR 　　　　 PCR 　　　　 NCR
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （B）Posttive　as 　 class ≧ 1

　　 Fig．3．　 C 〔♪mparisoll 　of 　CR ，　PCR ，　NCR 　between 　LUMIWARD 　and 　CAP 　RAST ．　The 　patienしs

　 dlv［ded　into　2　groups 　according 　to　their　age ．12M ＞ ；The 　patien1
『
s　who 　were 　younger 　than 　l2

　 inonths 　Qld 、12M ≦ ：The 　patients 　who 　were 　at　or 　older 　than 　12months 　Dld ，（A ） RAST 　score

　 class ≧ 2　was 　ludged　as 　positive ．（B ）RAST 　score 　c ］ass ≧ 1was 　ludged　as 　positive ，＊ p く 0．05

　 CR 　cencordance 　ratc．　PCR ・
p （，sitive 　concordance 　Iate 　 NCR ： negative 　concordunce 　rate ．

で あ っ た ．小 麦粉 に 関 し て は CAP 　RAST の 方が 陽性

率 が 高 くまた変動 もは っ き F）し て い た．米除去負荷 テ

ス ト 陽 性 者 は い な か っ た が LUMIWARD
，
　 CAP

RAST と も陽性 に で た 例が あ り特 に 初診時 LUM −

IWARD が 44．4611U ／ml と極 め て 高値 で 3 カ 月後 に

す ぐ低値に な っ た例が 目立 っ た．大 豆 で も除去テ ス ト

陽性 者 は な か っ た が LUMIWARD ，　CAP 　RAST と も

陽性 に で た例があ り そ の 変動 は 相似 して い た．

（4）LUMIWARD で の 0．351U〆ml 未満の 測定結果に

つ い て

　LUMIWARD で の 0．351U ／ml 末満 の 測定値 で 今後

の 陽性化が 予測で き る か検討し て み た．初診時 LUM −

IWARD が e．351U ／ml 未 満 で あ っ た の は 157項 目 で

あ っ た．そ れ ぞ れ に つ い て follD“ r　up 後 に感度以上 に

lt昇 し て い た群を 3 昇群（n − 19），　 fol！ow 　up 後 も0，35

1U／ml 未満 で あ っ た 群 を不変群 （n ＝136） と して 2 群

に 分け た，上昇群 の 初診時 の 測定値 の 平均 は0．059±

O，091U／m1 で ， 不 変 群 の 初 診 時 の 測 定 値 の 平 均 は

〔1．064to ．0781U／ml で あ り， 両群間 に 有意差は認め な

Table 　2　 Correlation　between 　LUMIWARD 　 and 　fo⊂｝d

　 removal 　 andfor 　challenge 　test，　when 　the 　cut 　off

　　　　 P 〔〕iDt　were 　sct 　ul〕 at　O．151U 〆
ml 　and

　　　　　　　　　　 O．061Ulml

〔A ）The 　patlellts　wh ⊂） were 　younger 　than　12months 　old

LUMIWORD （IUノ夏nL ）
　　　RolnOval 　 and 〆
ur　chalbnge 　test（＋ ）

（
一

〉

　　　買一
口，15≧

0．15＜

102 87

　6

〔lo6 ≧

0．06く

84 7023

　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 P 冫 OO5NS

〔B）　The 　patients　who 　were 　at （，r 　loder　tha匚1 ］2months 　old

・UMIW ・・

Ol50

．150

．〔）6o
，06

b ）．O．〔〕5　NS

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  ofAllergology

1040

/-/tndb1nd

 su

 fiD

 -e

 lo

//Ulhd/soTO-oso40seteTO

LuMlvrORD

L.-

･figtz7viv?-

 Rb

 co

 an

 2a

 o

th va el ts O 6  LUMIW･  ARD

iLZ'in'to3San?sm1-10o

L CAP  RAST  Optsi

ts:tml/-s-tsJO?s70IS10

Egg

  sieUlt"//

  
ea.

  
so-.

  -ot

  so

  
20/

  10.

llt

K

tdi

X-.

CAP!td-

thUtm-tfi:o1510

LuMlvteRD

---/:t

//utndteoleeaso40soio10

-gi:;::ili;iSL"r."w7
         

--] .･
2pd Srd e/n
 LUMtWQRD

           MUk

             /Ultmlt

 se

 TO

 eo

 50

 4e

 se

 20

 la

lr-CAP

---]
/tt!rd 3F"LuntewoRb

Rice

  /u-1mu/

  
ES,

  10

  15

  le'

   s

   o

CAP

-

  -7
trt

                       CAP
 LUMIVVORO

           FIour

 Fig, 4. Changes in specific  IgE concentration  uf  egg,  milk,

patients  were  followed up  for almost  three  months  intervals.

4t// 1:t

Soybean:nd

 :N

  CAP

f]our, rice and  soybean.  The

-th7

NS

(IUfML)

   ,35

    ,3

   .25

    .2

   .15

    .1

   .05

    o

  -.05

o

o

"

oo8g8

  Fig. 5. Comparison uf  first I.UMIWARD  results

between elevat,ed  group  and  not  changed  group.
EIevated group : Patients whoes  first LUMI14rARD

results  were  less than  O.35IUIml, ancl  last LUM-

IWARD  results  were  more  than  O.[l5IUfml.
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and 　not 　changed 　group ．

　E！evated 　group ： Patients　whoes 　first　LUMIWARD 　 resuts 　were 　less　than　O，35工U／ml ，　 and

】as し LUMIWARD 　results 　were 　more 　l．har10．351U〆ml ．

　Not　changed 　group ：Patients　whoes 　both　of 　f…rst　and 　last　LUAillWARD 　results 　were 　1ess　than

D，351し∫ノ1γLI．

か っ た （Fig．5）．

　ま た，0ユ51U／ml と0．061U／ml を cut 　off　poilltと し

て 月齢12カ 月未満 の 群 と以 上 の 群別 に 除去負荷 テ ス ト

と の結果を比較検討 して み たが い ずれ も有意な差 は認

め ら れ な か っ た （Table　2）．さ ら に，初診時 LUM −

IWARD が 〔）．351U／ml 未満 で あ っ た 例 の 同 時測 定 し

た CAP 　RAST を検討す る と， 上昇群 の CAP 　RAST

値 の 平均 は1．16± O．66Ua／ml で あ り， 19例 中 6 例が

CAP 　 RAST で は 測定可 能 で あ っ た ．不変群 の CAP

RAST 値の 平 均 は0．42± 0．31Uafml で あ り上昇群 と

不変群 の CAP 　RAST 値 に 有意差を認 め た （Fig．6）．

考　察

　ア トピー性皮膚炎 に 食物ア レ ル ギーが関与 して い る

症例が増加 し て い る と い わ れ て い る
14 ）．食物 ア レ ル

ギーの 診断 に は除去負荷テ ス トが確実性 が高 い こ と は

周知 で ある
3岡 が，そ の 煩雑 で ある こ と

， 常 に ア ナ フ ィ

ラ キ シ ー
の 危険が存在す る こ と よ り

一
般臨床 の 場 で 必

ず し も 日常的 に 行 え る もの で は な い ．そ こ で 今回対象

を小児 ア ト ピー
性皮膚炎患者 に 限 っ て 食物 除去負荷 テ

ス ト と CAP 　RAST 　scorc ，
　 LUMIWARD イ ム ノ ア ッ

セ イ シ ス テ ム で の 測定値を 比較検討 し臨床的に有用で

あるか を検討 し た．

　 まず ，
LUMIWARD と CAP 　RAST の柑関係数 と

一

致 率 とで あ る が 全体で は r二〇．764で …致率は 86，1％

で あ っ た． こ れ は 中川 ら
151

の 報告 に 比 べ て か な り低値

で あ る．し か し中1［1らの報告で は ア レ ル ギー疾患全体

を対象 と し て お り，対象患者の 年齢は記載さ れ て い な

い が 今 回私達 の 検討 よ り年長 の 症例 が 多 い と推察 さ

れ，そ の た め食物ア レ ル ギーは ほ とん ど陰性 とな り
一

致率 が 高 い の で は な い か と考 え ら れ 吸 入 性抗原 よ り食

物抗原 の 方 が LUMIWARD と CAP 　RAST で は・一・
致

しに くい と思われ た．

　除去 負荷テ ス ト と の 関連 で は 全体 の
一．

致率 で は

N 工工
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10，12 食物 ア レ ル ギー
診断 に お け る LUMIWARD と CAP 　RAST の 検討

LUMIWARD の 方 が高 く， また LUMIWARD で は 陰

性
一
致率が高 く CAPRAST で は 陽性

一
致 率 が 高 か っ

た．す な わ ち不必 要 な制 限 を避 け る た め に は LUM −

IWARD が ， 食物抗原 の 早 期発 見 の た め に は CAP

RAST が 有用 と い え る．各抗原別 に 検討 す る と卵 白で

は LUMIWARD
，
　 CAP 　RAST と も に陰性

…
致一率が

30％代 と極め て 低 く こ れ は今 ま で の 報 告 と も
一

致 す

る 1al｝］B）．卵 白 に 関 して は 早期除去 に よ る ア レ ル ギー

マ ーチ 進展予防効果が い われ て お り
5〕−s）RAST 陰性 で

も除去負荷テ ス トを試み る べ き で ある と思われ た．牛

乳 ・小麦粉で は LUMIWARD で 陽性
一

致率 が 60．5％
と低 か っ た．牛乳 ・小麦粉 ア レ ル ギーは 症状が卵白ア

レ ル ギーよ りき つ い こ と も多く見逃 し の な い よ う注意

す べ き と 思 わ れ た ．今 回 の 私達 の 検討 の 中 で も受診以

前に 小麦粉で ア ナ フ ィ ラ キ シー
症状を 呈 し た 患者 の

LUMIWARD の sc 〔〕re は 1 で あ り CAP 　 RAST の

score が 5 で あっ た症例 を経験 した ．逆に大豆 で は除

去負荷テ ス ト陽性例 が な か っ た に もか か わ ら ず CAP

RAST で は 陰性
一

致率 が 低 く不 必要 な 食事制 限 に っ

な が る危険が あ る と考え られ た．また ， 食物抗原 の 特

異的 IgE 抗体 は 年長 児，特 に 3〜 4 歳 以 降 で は 陽性 で

も症状を 示 さ な い こ とが 多い こ とは報告 さ れ て い る
19 〕

が，今 回の 私達 の検 討 で も CAPRAST で は月齢 が 12

カ 月以．ヒの群 （最 rl藷月齢26カ月）で すで に陰性一致率

が 低下 す る，すなわ ち 陽性 で あ っ て も除去負荷 テス ト

の結果食 べ られ る よ う に な っ て い た 症例 が 多 く ， 特に

CAP 　RAST を参考 に す る場合 は 月齢 12カ 月以 降 か ら

除去負荷 テ ス トを繰 り返 し行 い 制 限食 が 不必要 に 長期

間 に 及 ば な い よ うに す る必要が あ る と思 わ れ た。

　 さら に，LUMIWARD に よ る0．351U／ml 未満 の 低

濃度 の 測定が食物抗原早期発 見 に有用 で ある か を検討

した．しか し，folloWup 後 に 上昇 した 群 と不変 で あっ

た 群 の初診 時 の 測 定値 に有意差 を 認 め ず ， か え っ て

follow　up 後 に 一ヒ昇 し た 群 で は初診時 の CAP 　RAST

が す で に 有意 に 高値 で そ の う ち 実際 に 初診時除去負荷

テ ス ト陽性 で あ っ た の は 19例中 6 例で ， CAP 　RAST

〔｝．35Ua／ml 未満 が 3名，0．35Ua／ml 以 上 が 3 名で あ

り．LUMIWARD に よ る低濃度測定 に よ っ て foll⊂）w

up 後 の scc ）re の 上昇 を予想 す る こ と は で き な か っ た．

ま た ， CAP 　RAST が 0．35Ua！ml 未満 で あ っ た 群 に つ

い て LUMIWARD 値0．151U／m1 ， 0．061U／ml を cut

off　point に設定 し月齢 12カ 月未満 の 群 と 以上 の 群別

に 検討 した が ， 除去負荷テ ス ト との 比較に お い て い ず

れ も有意差 を認 め ず，低濃度測定に よ っ て抗原食物を

判断す る こ とは 出来 なか っ た．す な わ ち今回 の 検討 で

は LUMIWARD に よ る低濃度測定 は 臨床的 に 有 用 で

あ る とは い えな い と考 えられ た．

　結論 として小児の 食物ア レ ル ギー
の 診断 に は 従来言

わ れ て い る よ う に RAST 値 を参考 に 除去負荷テ ス ト

で 繰 り返 し確認す る こ と が 必要 で あ る と考え ら れた ．

テ ス ト す る 食物 の 選 択 に は 陽性
一・

致 率 が 高 い CAP

RAST の 方 が 有用 で あ る と考え られ た が ， 陰 「生
一

致率

が低 く， さ らに 月齢が い く ほ どそ の 傾向が 強 くな り，

不必要 な制限を しな い よ う に また長期 に 及ば な い よ う

に 注 意 が必 要 で あ る と 思 わ れ た ．今 回 の 検剖 で は

LUMIWARD に よ る 低濃度測定 は 臨床 的 に 有用 で あ

る とは い えない と考 え ら れ た が LUMIWARD で は診

断
一・

致 率 ， 特 に 陰性
一

致 率 が 高 く不必要 な 制限食 を避

けるた め に は有用 で あ る と思わ れ た．負荷テ ス トに伴

う危険性 を考 え る と今後 さ ら に 安全 で 的確な検査 法の

開発 が 待 た れる と 思わ れた．

　試 薬 を ご 提供 い た だ き ま し た 塩 野 義 製 薬 の 大 西 成 雄 氏 に

深 謝 しま す．
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THE 　COMPARATIVE 　STUDY 　OF 　LUMIWARD 　IMMUNOASSAY 　SYSTEM 　AND 　CAP

　　　　　 RAST 　SYSTEM 　FOR 　DETERMINATION 　OF 　FOOD 　ALLERGY 　ON
　　　 　　　 　　　　 　　　 　 INFANTILE 　ATOPIC 　 DERMATITIS

Mari　Miyoshi，　Takashi　Sakurai　aDd 　Soichi　Kodama
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　　 The 　 reliability りf　assay 　 methods 　 was 　studied 　between　 LUMIWARD 　 and 　 CAP 　 RAST 　due　 to　 the

removal 　of 　some 　kinds　of 　foQds　and ん r　chal ！enge 　test．　In　the　45　infants　with 　atopic 　dermatitis，　egg ，　milk ，

flour
，
　rice

，
　and 　soybean 　wcre 　removed 　from　fQods　and ／or 　chal 】erlge 仁est　of　those　foods　were 　carried 　uut

by　every 　three　mollths 　as　possible．　At　the　same 　time ，　the　allergen ．specific 　IgE　ant ｛bodies　were 　measured

with 　LUMIWARD 　and 　CAP 　RAST ．　The 　negative 　concorclance 　rate 　of　LUMIWARD 　and 　CAP 　RAST ．　The

negative 　concordance 　rate 　of 　LUMIWARD 　was 　elevated 　more 　than 　that　of　CAP 　RAST 　and 　the　possitive
concordance 　rate 　ofCAP 　RAST 　was 　elevated 　more 　than　that　of 　LUMIWARD ．　These　results 　suggests 　that

CAP 　RAST 　is　useful 　for　the　determination　of 　removal 　of　foods，　 while 　LUMIWARD 　is　useful 　for　the

determlnation　of　foods　to　chal ！enge ，　The　risk 　of　overlooking 　the　aUergen 　exis 亡s，
　because　the　p（，sitive

concordance 　concordance 　rates 　of　LUMIWARD 　were 　low　in　the　milk 　and 　flour．　With　develQplng　age ，　the

negative 　 concordance 　 rates 　decreased　in　CAP 　RAST ，　 therefore　unnecessary 　removal 　 of　foQds　 may

collthlue 　for　a　lollg　time．　The　determinaしion 〔｝f　lo“」concentration 　with 　LUMIWARD 　was 　unreliable ．
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